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【Dental Communication Cardのご案内】
　時下、益々ご清栄お慶び申し上げます。この度伊勢地区歯科医師会が、筆談を要する患者様の為のDental Communication Card（DCC）を作成いたしましたので、ご案内申し上げます。

　従来、当地区の歯科医院では、聴覚のご不自由な患者様の診療に際して、筆談でコミニケーションを取っておりましたが、時間と労力を要するだけでなく、完全に意志の疎通が図れていないのが現状でした。

　今回のカードを、筆談を要する患者様に提示することによりチェアータイムの減少が図れ、不確実な
意志の疎通によるトラブルや医療事故を未然に防ぐことができます。

　このDCCの特徴は、カード１枚がA4コピー用紙を４分割したハガキ大で独立しており、１００円ショップのハガキホールダーを利用することで安価に作成できます。使用される先生方が必要に応じて自由にカードを取捨選択でき、ハガキ大のイラストや写真を追加挿入することで、より分かりやすく各医院の事情に応じてカスタマイズすることも可能です。またインターネット経由で、下記の当歯科医師会ホームページからダウンロードすることができ、内容や書式を自由に変更してご使用いただけます。

　標準仕様の作成方法は、まず４枚のカードが印刷されたA4用紙を縦に切断し、上下２枚になったA5用紙を山折にします。下段の記号A-1からG-7まで、順次ホールダーに入れて下さい。（その際、項目毎にあらかじめ余裕をもって挿入していただくと、追加修正が簡便にできます。）　また、
項目毎にインデックスシールを付与していただくと、更に便利に患者様にカードを提示できます。

　内容につきましては、委員会で頻度の高い内容の文例集を分類・編集いたしましたが、実際先生方に使用していただくと、不備・不足している点も多々あろうかと思います。

　つきましては、DCCの内容についてご感想や追加、修正項目のご提案を頂きたく存じます。

ご面倒ではございますが、下記のモニター用紙にて随時、当支部事務所までFAXお願いします。

　診療現場での生の声を広くフィードバックし、より良いものにバージョンアップして行く所存です。

　ご協力、宜しくお願いします。

伊勢地区歯科医師会　　http://ise-dent.org/　　ＦＡＸ （０５９６） ２７－３８３３

　　　　　

Dental Communication Cardモニター用紙

以下の項目・内容の（  追加  ・ 修正  ）を提案します

	項　　目
	

	内　　容


	


（　　　　　　　　　　　）支部　　会員氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	Dental 

Communication 

Card      　(Ver.1.2)
（社）伊勢地区歯科医師会
	・ 歯が欠けた、 はずれた

・ 痛い　（ 歯、歯肉、顎 ）

・ はれてきた
・ 歯を入れたい　

・ 義歯の調子が悪い

・ 歯を検査、掃除してほしい
・ その他

	どうされましたか？
Ａ-１ 
	いつからですか？

Ａ-２

	1 2 3 4 5 6 それ以上

日　週　月　年

　前から


	診察券を

おねがいします

	 Ａ 受付にて
Ａ-３
	保険証を

おねがいします

Ａ-４

	次回は保険証を
お持ち下さい
	  お待たせしました

　　　（   ）番の
いすにおかけください



	準備ができましたら

ご案内しますので

しばらくお待ちください

Ａ-５
	 今日の治療費は（　　）円
　　　　　　　です
Ａ-６

	次回の治療費は（　　）円位です

	予約日に来れない場合は
FAXを入れて下さい
FAX　　　―

	次回の予約は何時頃が
よろしいですか？
Ａ-７
	Ａ-８

	Ｂ 一般会話
	口を大きく開けてください

	ぐあいはいかかですか？
Ｂ-１
	痛かったり、

何かありましたら、そっと
　右手をあげてください
Ｂ-２

	しばらく動かないで
　　ください

	お水が飛びますので
お顔にタオルをかけます


	くちびる・頬の
力を抜いてください

Ｂ-３
	 うがいをしてください
Ｂ-４

	X　線

	レントゲン室へ
来てください


	レントゲンを撮ります
Ｂ-５
	　指でフィルムを押さえて
ください

Ｂ-６

	機械が頭を回ります
止るまで動かないで下さい
	  現像ができるまで
　お待ちください


	 確認のレントゲンを
撮ります
Ｂ-７
	Ｂ-８

	　Ｃ各科共通

	麻酔をして、今まで

気分が悪くなった

ことはないですか？


	麻酔をします
少しチクッとします
C-１
	　麻酔が効いてくるまで
しばらく楽にしていて

ください
C-２

	歯を削ります

お水を出しながら吸い取ります

苦しかったら
右手をあげてください

	かぶせ物の型取りをします
少し温かいものが入ります


	型を取る網の大きさを
合わせます

C-３
	固まるまで、しばらく

そのままでお待ち下さい

C-４

	かみあわせはどうですか？
高くないですか？

違和感がありますか？
	強くかんで下さい


	軽くかんで下さい
C-５
	歯を前後左右にギシギシ

すり合わせて下さい

C-６

	ザラザラしますか？

	しばらく
冷たいものにしみます



	しばらく違和感を感じますが

徐々に慣れていきます

C-７
	後からでも、かみ合せは

　調整可能です

C-８

	仮の歯をつけます

後日外すので、外れやすい

セメントで接着します


	

	歯に接着します

C-９
	余分なセメントを

除去します
C-10

	Ｄ 保 存

	むし歯をけずって
つめものをします

	ごく初期のむし歯なので

進行止めの薬をつけます

D-１
	むし歯になった所を削って
型をとってかぶせます

D-２

	歯内療法
	神経は取れましたが、

しばらくの間、神経を

取った痛みがあります。
徐々に治まりますので

心配はありません

	むし歯が深く

神経にまで達しているので

神経を取る必要があります

D-３
	神経を取り除いた場所に

お薬が入れてあります

痛みが無くなるまで、

お薬を交換します

D-４

	次回は 神経を取った歯の
薬を交換します

	今日は腫れを防ぐために
ふたをせず、開けたままに

してあります


	根の先が化膿しているので
根の治療を行います
D-５
	　今日は根に最終的な薬を
入れて密封します
D-６

	　　確認のレントゲンを

とります


	知覚過敏です

露出した根は凍みやすく
硬い歯ブラシなどで
削れてしまい易くなります



	根の治療は終わりました

次回からは歯を被せる

治療に入ります
D-７
	D-８

	Ｅ 補 綴


	抜けている所の
前後の歯を削って、

ブリッジを入れましょう


	かぶっている仮歯・冠を
外すので少し響きます

  E-１
	土台となる芯の型を取ります
次回は、出来上がった芯で
残った自分の歯を補強し
もう一度削って最後の型を
取ります　　　　　　　 E-２

	入れ歯の型取りをします


	次回は、完成前の かみ合わせと

歯並びを見ていただきます

その時、不都合なところが

あれば修正します


	かみ合わせを決めます

いつも自分がかんでいる
一番かみやすい位置で

かんで下さい
E-３
	これは、完成前の入れ歯です歯並びや かみ合わせは

いかがですか？

今なら修正可能です

E-４

	入れ歯の修理をします

入れ歯に歯肉を盛り足します

材料の刺激臭が

固まるまであります
E-５
痛いところ

かみ合わせの悪いところ

があれば教えて下さい


	新しい入れ歯ができました

E-６
最初はしっくりしませんが
しばらく使って頂くと咬む力
で入れ歯が落ち着いて

ピッタリしてきます


	入れ歯の取り外しの
練習をしましょう

E-７
	慣れるまで、しばらく

時間がかかります
E-８

	Ｆ ペリオ

	歯ぐきからの出血の原因は
歯の根元に歯石が
付着している為です

	歯ぐきの状態を検査します
少しチクチクします
Ｆ-１
	上の歯
下の歯
の歯石をとります
Ｆ-２

	歯石をとりましたので
しばらく歯がしみたり
少し痛みを感じる事が

あります

	歯ぐきの状態を

再検査します

	麻酔をして歯の根元に
付いている歯石をとります
Ｆ-３
	・ きれいになっています
・ まだ少し歯石が付いています
Ｆ-４

	定期的に歯のおそうじを
させて下さい


	動揺している歯の固定をします
ボンドが固まるまでの間

少しにおいがします

	歯ぐきの腫れている
ところにお薬を入れます
Ｆ-５
	かみ合わせの
調整をします
Ｆ-６

	G口腔外科


	はれている所を切開して

うみを出します


	化膿しています

化膿止めのお薬を出します
Ｇ-１
	うみが出やすいように
切開した部位を拡げておくものを入れておきます
Ｇ-２

	この歯は抜いたほうが
良いと思います
	おやしらずの炎症です

	この歯は抜かなければ

いけません
Ｇ-３
	おやしらずは、手前の歯を

むし歯にしてしまったり
歯並びや あごの関節に
悪影響を及します

Ｇ-４

	傷口が早く治るように
糸で縫っておきます
	顎関節（あごの関節）の
治療が必要と思われ　

ます

	取ったものは念のために
組織検査をしておき
ましょう
Ｇ-５
  紹介状をお書きします

                 へ
行ってください

	　

骨の中にうみの袋が

できています

取った方がいいです
Ｇ-６


	おだいじに
Ｇ-７

	


